
参考にした情報を紹介する ～参考文献・引用・注～

なぜ、論文・レポートを書くにあたって、

参考にした情報を紹介する必要がある？

①出典の明示

②自分のレポートの新規性・信頼性の根拠

③先行する著者への敬意を表する



参考文献って、どんなもの？

出典：牧田修治，[2006]，『日本企業の利益配分政策－増配・減配、自社株買いに関する実証研究－』，

横浜市立大学大学院経済学研究科．

→レポートや論文など、自分の文章を書くにあたって

参考にした文献。

参考文献

！注意！

「参考文献」の書き方は、“スタイル”によって違います！



実際に参考文献を記載するときには・・・

規定のスタイルに注意！！
スタイルとは・・・
レポート、論文を書くときの書式であり、それぞれ記述のルールが

異なります。

参考文献を記述する際には、例えば、、、

・記述するのに必要な情報

総ページ数は必要？複数著者がいたら何人まで記載する？

・記載する順番

著者名→書名？著者名→発行年→書名？

・使用する記号

区切り記号は必要？必要な場合はカンマ（，）？読点（、）？ など



スタイルが違うとこんなに違う

（一例：図書の場合）

SIST02

『横浜市立大学学生論集』掲載論文より

『よくわかる卒論の書き方』より

著者名．書名．版表示，出版元，出版年．

著者名（出版年）『書名』出版元．

著者名 出版年 書名 出版元．

参考：白井利明，高橋一郎 2013年 よくわかる卒論の書き方第２版 ミネルヴァ書房



参考文献の記載に必要な情報とは？？

書名、著者名、出版元、出版年、版表示（ある場合のみ）、

シリーズ名（ある場合のみ）

論題、著者名、雑誌名、巻号、ページ数、出版元、出版年

新聞紙名、記事タイトル、著者名（署名記事の場合）、

出版年月日、朝夕刊（ある場合のみ）、版（ある場合のみ）、
該当ページ

●図書の場合

●雑誌論文の場合

●新聞記事の場合

●インターネット情報の場合

初版の場合は記載不要、刷も不要

ウェブサイトの名称、該当ページの名称、サイト作成者名、

URL、参照年月日



参考文献の書き方～練習問題～

この図書の書誌情報を各スタイルで記述してみましょう。

（奥付）

（表紙）



<APA方式>

白井利明（2013）．『よくわかる卒論の書き方 第２版』．ミネル
ヴァ書房，やわらかアカデミズム・「わかる」シリーズ．

<MLA方式>

白井利明． 『よくわかる卒論の書き方 第２版』 ．ミネルヴァ書
房，やわらかアカデミズム・「わかる」シリーズ，2013.

<SIST方式>

白井利明．よくわかる卒論の書き方 第２版．ミネルヴァ書房，
2013，（やわらかアカデミズム・「わかる」シリーズ）．

スタイル一覧（記入例）



参考文献の書き方～練習問題【解答】～

（表紙）

この図書の必要な書誌情報を抜き出しましょう。

書名

出版年

著者名

出版元

版表示

シリーズ名



<APA方式>

戸田山和久（2012）．『論文の教室 レポートから卒論まで新版』．

NHK出版，NHK BOOKS．

<MLA方式>

戸田山和久． 『論文の教室 レポートから卒論まで 新版』 ．NHK出
版，NHK BOOKS，2012.

<SIST方式>

戸田山和久．論文の教室 レポートから卒論まで 新版．NHK出版，
2012，（NHK BOOKS）．

解答


